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　保健委員会では、みんなが元気で安全に過ごすため

に何ができるか、児童が意見を出し合いながら活動し
しょうかい

ています。本年度の活動を二つ紹介します。
き けん じゅぎょう

　一つ目は「危険ゼロ大作戦」です。校内で起こったけがや授業中に多

いけが、昼休みに校庭を見回りしている体育委員にインタビューしたこ
き けん よ そく

とを動画にまとめ、オンラインで発表しました。見た人が危険を予測で
く ふう よ ぼう い しき

きるように工夫したことで、けが予防への意識を高めることができまし
かんせんしょう じしゅく

た。二つ目は、感染症のために自粛していた「ポカポカロード」です。
ろう か けい じ

全校児童に心の温まる言葉をカードに書いてもらい、廊下に掲示しまし
ふ

た。さまざまな温かい言葉に触れられるすてきな場所になっています。

　これからも、児童の意見を大切にし、楽しく元気になる活動をしてい
よう ごきょうゆ おおたき

ければと思います。 （養護教諭　大滝しのぶ）

特別教室「イングリッシュルーム」では

日本語を使わない英語の授業が行われる

ようこうだい

　陽光台小学校の外国語は、特別教室「イングリッシ
い どう せん か

ュルーム」に移動して、英語専科の先生とＡＬＴ（外
し どう

国語指導助手）の先生が教えてくださいます。日本語
ひょうじょう

は使いません。ほとんど紙の教科書も使いません。みんなの表情を見る

ためだそうです。みんなで声に出して練習したり、ミニゲームをしたり
ひょうげん

して、楽しく英語を学習します。それによって、単語や文章の表現を覚

えると同時に、クラスのみんなや先生との交流を深めることもできます。
じゅぎょう がん ば ふ つう

　そして、授業で頑張った人はシールがもらえます。見た目こそ普通の

色付きシールですが、努力の結果もらえるものなので、そのうれしさは、
なみなみ ようこうだい じゅぎょう

並々ならぬものがあります。陽光台小学校の外国語の授業は、英語を覚
す ば

えられるだけでなく、自分とクラスメートと先生をつなげてくれる素晴
うちやまさく ら

らしい時間だと思います。 （５年　内山咲良）

◆校　長　宮﨑　淳司

◆児童数　９５７人

◆創　立　２０１５年

◆住　所　つくばみらい市
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　ぼくたちが通っている陽光台小学校で

は、秋祭りを行います。しかし、コロナ
か えいきょう

禍の影響で、２年連続で中止となってい

ました。３年ぶりに開かれた本年度の秋

祭りは、スタンプラリー、クラスレク（レ

クリエーション）、サムライ体験の三

つが行われました。

　スタンプラリーでは、全部で五つのゲームを回ってス

タンプをもらっていきました。友達といっしょに紙コッ

プ積み、的入れなどができ、とても楽しかったです。ク

ラスレクでは、クラスごとにそれぞれが考えたレクをし

ました。全員でレクをするという機会はあまりないので、
きずな

よりクラスの絆が深められたと思います。サムライ体験
けんじゅつ さむらい

では、剣術の立ち回りだけではなく、侍の心なども知る

ことができました。
ほ ご しゃ き かく

　このような楽しい秋祭りは、全て保護者の方々が企画
ほ ご しゃ かんしゃ

してくださったので、保護者の方々に感謝したいです。
おおぬきゆう や

（６年　大貫友也）

真っ青な空を泳ぐ、５年生の連だこ

あ あ かい

　「わあーっ！　揚がった、揚がった」雲一つない快
せい ひび かんせい

晴の下、校庭に響く子どもたちの歓声。
ち いき

　昨年�月�日に地域の育成会の方に協力いただき、
あ

５年生が連だこ揚げを行いました。育成会の方の手作
えが

りのたこに１５３人の子どもたちが思い思いの絵を描

き、クラスごとの連にしていただきました。
あ かんせい

　当日、五つの連が空に揚がると、子どもたちから歓声が上がりまし
あ

た。たこ揚げをするのが初めての児童も多く、「走ろう！」「糸を引っ
ぱ

張るといいよ」などと、クラスで声をかけ合いながら、連だこが落ちな
すがた

いように協力する姿が見られました。
げんかん だんかざ かざ

　２月は玄関に七段飾りのひな人形を飾ってくださっています。育成会
げんだい

の方のご協力をいただき、現代では少なくなった季節ごとの行事を体験
きちょう とみおか ふ み

できる貴重な機会となっています。 （副校長　冨岡富美）
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